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福島県農業総合センター畜産研究所

　「川俣シャモ」は、適度な歯ごたえと噛むほどに旨味を
感じる肉質が特徴の地鶏で、福島県ブランド認証産品のひ
とつです。川俣町で雛生産から肥育まで一貫生産されてお
り、年間約５万羽出荷されています。雛生産に用いる種鶏
は、福島県農業総合センター畜産研究所で改良し、「大型
しゃも」の雄と「ロードアイランドレッド種」の雌を川俣
町に供給しています（図１）。「川俣シャモ」の父親である「大
型しゃも」は、造成開始から18世代が経過した時点（2017
年）で、近親交配の度合いの指標となる近交係数が７％に
到達しており、改良効率や繁殖性の低下、奇形率の上昇等
の近交退化の発現目安である近交係数10％に近づきつつ
ありました。そこで、2017年より「大型しゃも後継系統」
の造成に着手し、2024年に「大型しゃも」の種鶏更新を行
いました。今回は、後継系統の造成経過と、「大型しゃも」
の現行系統から生産した「現シャモ」と後継系統から生産
した「後継シャモ」の産肉能力の比較についてご紹介します。
　まず、後継系統の造成にあたっては2017年に（独）家
畜改良センター兵庫牧場より「龍

た っ し ゃ も

軍鶏ごろう」を導入し、「大
型しゃも」と正逆交配（雄雌入れ替えて交配）を行いました。

「龍
た っ し ゃ も

軍鶏ごろう」雄と「大型しゃも」雌の交配が、「大型しゃ
も」の増体性や外貌等の特徴を受け継いでいたため、この
一代雑種に「大型しゃも」雄を一部戻し交配し、2019年
に基礎世代を作出しました（図２）。その後、１年１世代更
新（同世代の雄雌交配）とし「大型しゃも後継系統」を造

成した結果、基礎世代（2019年）で近交係数は２％まで低
減しました（図３）。「龍

た っ し ゃ も

軍鶏ごろう」は、大型軍鶏と赤色コー
ニッシュの交雑品種で、家畜改良センター兵庫牧場で開発
され、通常の軍鶏よりも大型で喧噪性が少ない特徴を持っ
ています。
　2022年には畜産研究所で、2024年には川俣町で「現シャ
モ」及び「後継シャモ」を生産し、産肉能力調査を行いま
した。飼養管理方法は、「川俣シャモ」飼育マニュアルに沿っ
て平

ひらがい

飼飼養とし、川俣シャモ専用飼料を給与しました。
　調査の結果、「後継シャモ」は、増体性、飼料摂取量、
飼料費が「現シャモ」を上回りました（表１）。2022年の
体重では、「後継シャモ」は「現シャモ」よりも２週間早
く出荷適期体重となり、早期に出荷することが可能となり
ました。解体調査の結果では、「後継シャモ」は、と体重
が重く、正肉割合（生体重比）は同等でした（表２）。官
能評価（雄の焼き調理、評価者30人）の結果では、「後継シャ
モ」と「現シャモ」の食味は同等でした（表３）。
以上のことから、「後継シャモ」は「現シャモ」よりも体
重が重く、「現シャモ」と同等の食味を保持していました。
今後は、2025年９月以降に「後継シャモ」が「川俣シャモ」
として流通予定です。畜産研究所では、引き続き「川俣シャ
モ」の安定生産のため種鶏の改良に努めてまいります。種
鶏を更新しても、これまでと同等のおいしさを保持した「川
俣シャモ」をご賞味頂ければ幸いです。

「川俣シャモの種鶏更新」

図１　「川俣シャモ」の交配様式
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図２　「大型しゃも後継系統」の造成

図３　近交係数の推移 表１　体重、飼料摂取量、飼料費（雄雌平均値）

表２　解体調査結果（雄雌平均値）

正肉割合＝モモ肉、ムネ肉、ササミ肉重量の合計 /生体重

表３　官能評価結果（雄、焼き調理、評価者 30人）

年 日齢 区 体重
（g）

飼料摂取量
（㎏ /羽）

飼料費
（円/羽）

2024年
(現地) 99

後継シャモ 3,171 10.0 984
現シャモ 3,068 9.7 952

2022年
（所内）

99
後継シャモ 3,052 8.9 873
現シャモ 2,670 7.8 761

106
後継シャモ 3,156 10 978
現シャモ 2,816 8.7 848

113
後継シャモ 3,281 11.1 1,084
現シャモ 2,961 9.6 965

区 と体重
（g）

モモ肉割合
（％）

ムネ肉割合
（％）

ササミ肉割合
（％）

正肉割合
（％）

後継シャモ 2,928 21.4 14.2 3.4 39.2

現シャモ 2,610 21.2 14.5 3.6 39.4

質問項目
モモ肉 ムネ肉 ササミ肉

後継シャモ 現シャモ 後継シャモ 現シャモ 後継シャモ 現シャモ
香りが好ましい 16 14 14 16 15 15
食感が好ましい 16 14 14 16 15 15
味が好ましい 18 12 16 14 16 14
全体として好ましい 17 13 13 17 16 14
パサパサしている 14 16 17 13 13 17
歯ごたえがある 20 10 16 14 16 14
味が強い 13 17 15 15 17 13

単位：名
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公益社団法人福島県畜産振興協会

　令和６年６月27日、福島市の「福島県土地改良会館」

において、定時総会が開催されました。

　紺野宏会長の挨拶、福島県農林水産部長の来賓祝辞の

後、議案第１号令和５年度事業報告書及び財務諸表の承認

の件、議案第２号令和６年度会費の額及び納入の件、議案

第３号役員の補欠選任の件について審議され、全会一致に

より原案どおり承認されました。

　なお、新しい役員は以下のとおりです。

　コロナ禍に続き、地球規模での異常気象により畜産物の

生産は甚大な影響を受けるとともに、不安定な国際情勢に

よるエネルギーや穀物需給の逼迫、金融政策の不均衡によ

る円安など悪条件が重なり、配合飼料をはじめとする関連

資材の価格が高止まっており、加えて、諸物価高騰の中、

消費者の不安感や生活防衛意識の高まりなどから牛肉消費

が停滞し、枝肉価格や子牛価格の低迷が続くなど依然とし

て畜産経営を圧迫する危機的な状況に直面しています。

　このような状況の中、協会としては、畜産農家の経営安

定・経営体質強化や経営継続に向けた生産者の努力を支え

るため、肉用牛肥育経営安定交付金制度、肉用子牛生産者

補給金制度、衛生対策事業、畜産クラスター事業、原発事

故（東京電力）による損害賠償事務、生産技術の向上対策、

風評の払拭並びに本県畜産物の安全性のＰＲ等に取組むな

ど、関係機関・団体と連携を図り、県内畜産業の生産基盤

の強化と経営の持続的な発展のため、担うべき役割を十分

に発揮して参ります。

令和６年度 定時総会開催

区　分 氏　　名 所属機関・団体

理　事 鈴木　幸則 福島県農林水産部

監　事 岩谷　　宏 福島県酪農業協同組合
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福島県酪農業協同組合

　第31回通常総会が、６月24日（月）に郡山市日和田町の

福島県農業総合センターにて開催されました。

　今年度の総会も組合員をはじめ、多くの来賓の方にご出

席頂き盛大に終えることができました。

　紺野 宏代表理事組合長は、「新型コロナウイルス感染症

の流行から５度目の夏を迎えようとしています。昨年５月

には政府、行政等の行動制限解除により全国的に経済活動

が動き始めました。観光地でも賑わいを取り戻し、これか

らの牛乳乳製品需要に期待したいところです。

　当組合でも飲用向け乳価が、令和４年11月に10円値上

がりし、更に昨年８月にも同様に10円の値上げとなりま

した。しかし、世界的な情勢不安と円安の影響で輸入粗飼

料、濃厚飼料等の値上がりは高止まり状況であり、生産コ

ストの幅は一向に縮まる気配はありません。日々の酪農経

営は暗雲の中、光明を見出せずに来ています。組合として

は、昨年に続き、上期においては、生乳１㎏あたり１円の

上乗せの実施と増資については休止し、乳代の増額を図り

ました。また、県や国から年度当初より畜産に特化した改

善策を講じて頂きました。配合飼料購入費の一部を支援し

負担軽減するなどの助成、輸入飼料価格高騰への緊急支援

などあらゆる支援対策を講じて頂きました。また、組合員

が在籍する29市町村へ８月以降、酪農を取り巻く現況と

経営の実態を説明し財政支援を要請してまいりました。多

くの市町村においてご理解を賜り昨年１月以降に支援策を

講じて頂きました。この場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。

　原発事故から13年が経過し避難指示解除区域の復興牧

場事業は当時、営農されていた63戸の組合員の経営基盤

の再興を目指し、2,000頭の乳牛と日量30トンの生乳出荷。

永年懸けて築き上げた地域の酪農生産基盤を再び、浜通り

の地に取り戻したいとの思いを本組合役職員全員で共有し

ながら今後は復興牧場設立準備室並びに全酪連福島復興牧

場事業担当職員とともに浪江町と連携を密に事業推進に努

めてまいります。福島県の酪農を明るくする地域農業を守

るため必要とされる組合であり続けるよう事業展開してま

いります。

　組合員の皆様には事業運営へのご理解、ご支援をお願い

申し上げます。」と挨拶を申し上げました。

　来賓挨拶では、福島県農林水産部長　沖野浩之様、福島

県議会議長　西山尚利様、全国酪農業協同組合連合会代表

理事会長　隈部 洋様、東北生乳販売農業協同組合連合会

代表理事会長　伊藤一成様より祝辞を頂きました。

　正組合員178名、うち本人出席42名、代理出席３名、書

面議決書101名で計146名の出席となりました。議長には

浜地区の木幡章氏が選任され、全議案賛成多数で承認、通

常総会を無事終了することができました。

　通常総会の席において表彰されました購買事業系統利用

上位組合員、セリ市場販売価格上位組合員、乳質改善優良

組合員、特別表彰、職員永年勤続表彰を受賞された方々の

常日頃の努力、活動に対し敬意を表します。おめでとうご

ざいました。

事業推進重点実施事項

１．「酪農経営の回復と持続可能な生産基盤の安定化」支援

２．２部３室６課制、６事務所の業務体制見直しの実施

３．復興牧場稼働に向けた準備

第31回 通常総会開催

スローガン唱和

『第九次中期経営３カ年計画』承認される

紺野組合長挨拶
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　本組合事業につきましては、日頃特段のご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

　さて、本組合では令和６年度より第九次中期経営３カ年

計画に取組みますが、事業推進重点実施事項で掲げている

「２部３室６課制、６事務所の業務体制の見直しの実施」

について、令和６年７月１日より、経営管理部と組織振興

室の統合を実施致します。

　また、県北事務所、県中事務所、会津事務所の業務体制

につきましても、同様に令和６年７月１日より下記指定日

について営業を実施致します。

　つきましては、関係各位の皆様のご理解ご協力を賜りま

す様お願い申し上げます。

記

「経営管理部」

１．組織再編について　　令和６年７月１日より

２．業務体制の見直しについて

　経営管理部と組織振興室を統合し、経営管理部とし

て、経営管理課、組織振興課の１部２課制とします。

「県北事務所・県中事務所・会津事務所」

１．業務体制について　　令和６年７月１日より

２．営業日について

　　イ）県北事務所

　　　　　月曜日と木曜日の週２日の営業とする。

　　ロ）県中事務所

　　　　　水曜日の週１日の営業とする。

　　ハ）会津事務所

　　　　　火曜日と金曜日の週２日の営業とする。

　　※該当日が休日の場合の対応は行わない。

３．営業時間について　　10：00 ～ 16：00とする。

４．その他について

　年末年始等の長期休暇については、別途対応する。

新役員

福島県酪農協組織再編と事業体制の変更について

　通常総会後に開催致しました理事会、監事会において役

員の新体制が決定されました。

●理事

　◎代表理事組合長	 紺野　宏

　◎副組合長理事	 橋本　浩幸

　◎常務理事		  岩谷　宏

　〇理事		  佐藤　健一

　〇理事		  渡辺　正衛（管理生産委員長）

　〇理事		  佐藤　信一

　〇理事		  岩谷　金良

　〇理事		  中野目　正明

●監事

　◎代表監事		  柚原　友和津

　〇監事		  小澤　正

　〇監事		  福田　正幸

役員改選による新体制決まる
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☆福島県牛乳普及協会

〠 969-1103　本宮市仁井田字一里壇 17

☎（0243）33-1101・FAX（0243）33-1103

会長 紺　野　　　宏

事務局長 松　岡　陽　慈

☆福島県乳牛改良推進協議会

〠 969-1103　本宮市仁井田字一里壇 17

☎（0243）63-2225・FAX（0243）63-2226

会長 岩　谷　金　良

事務局長 松　岡　陽　慈

☆（一社）福島県酪農ヘルパー協会

〠 969-1103　本宮市仁井田字一里壇 17

☎（0243）63-2225・FAX（0243）63-2226

会長 紺　野　　　宏

事務局長 松　岡　陽　慈

☆福島県酪農業協同組合

〠 969-1103　本宮市仁井田字一里壇 17

☎（0243）33-1101・FAX（0243）33-1103

代表理事組合長 紺　野　　　宏

副組合長理事 橋　本　浩　幸

常務理事 岩　谷　　　宏

統括部長 原　田　久　雄

経営管理部部長〈兼〉組織振興課長 松　岡　陽　慈

経営管理部次長〈兼〉経営管理課長 佐々木　光　輝

経営管理課長代理 土　屋　博　之

生産部長 野　口　泰　幸

購買畜産課長 平　尾　　　修

購買畜産課長代理 佐　藤　　　隆

指導推進課長 安　齋　明　徳

指導診療課長〈兼〉指導診療所長 古　姓　　　保

販売課長 角　田　淳　也

復興牧場設立準備室長 柳　沼　鉄　治
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特別償却

機械等32%、建物等16%

堆肥生産施設を導入する場合は
みどり投資促進税制をご活用ください！

みどりの食料システム法に基づく計画の認定を受け、

堆肥を生産するための機械・建物を導入する場合、

導入当初の所得税・法人税の負担を軽減できます。

取組内容に応じて、計画を２種類選択いただけます。

いずれの場合も発注・着工前に計画認定を受ける必要がありますので、

お気軽に事前相談ください。

補助事業との併用が可能ですので、活用をご検討ください。

堆肥を自らの農地に施用

(※）みどり投資促進税制

対象機械はコチラ

<ポイント>

 自らの農地や牧草地に生産した堆肥を施用し、農作物・飼料を生産

 土づくり、化学肥料・化学農薬の使用低減に向けた５か年計画を作成

<税制対象設備>

みどり投資促進税制対象機械
（※）

及び一体的な建物等

(ただし、計画の認定を受けた後、令和８年３月31日までに取得したものが対象になります。)

<申請先>

最寄りの県農林事務所・農業普及所に御相談ください

環境負荷低減事業活動実施計画 堆肥を自らの農地に施用

堆肥を耕種農業者へ販売

<ポイント>

 堆肥を生産し、JA区域や都道府県域を越えて広域的に普及

 堆肥の生産・販売拡大に向けた５か年計画を作成

堆肥の生産やペレット化に用いる機械及び一体的な建物等が広く対象

(ただし、計画の認定を受けた後、令和８年３月31日までに取得したものが対象になります。)

<申請先>

東北農政局 生産技術環境課 022-263-1111（内線437９、4374）

基盤確立事業実施計画
堆肥を耕種農業者へ販売

<税制対象設備>

1,400万円の機械を整備した場合の特別償却(32%)のイメージ

200

万円

償却額=(取得価額÷耐用年数)

＋(取得価額×32％)

特別償却に係る部分

〜

初年度 ２年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目

自動攪拌機 ペレタイザー

200

万円

200

万円

152

万円

448

万円

（みどり認定）
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畜　　産　　福　　島

　　　販売月 肉専用種
（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和６年１月

確定単価 61,227.0 0.0 15,795.9

概算払い単価 54,655.4 0.0 9,112.7

精算払い単価 6,571.6 0.0 6,683.2

令和６年２月

確定単価 71,499.6 0.0 18,615.6

概算払い単価 64,928.0 0.0 12,247.4

精算払い単価 6,571.6 0.0 6,368.2

令和６年３月 確定単価 96,103.8 0.0 35,480.7

令和６年４月

暫定単価 60,121.8 0.0 19,178.1

概算払い単価 53,121.8 0.0 12,178.1

精算払い単価 7,000.0 0.0 7,000.0

令和６年５月

暫定単価 95,458.5 0.0 35,314.2

概算払い単価 88,458.5 0.0 28,314.2

精算払い単価 7,000.0 0.0 7,000.0

（単位：円）

※生産者負担金の猶予対象牛（コロナ対策）については支払い交付単価の3/4の支払となります。
※R ４. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90 を
　乗じた額から7,000円を控除した額となります。

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況
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畜　　産　　福　　島令和６年７月

家　畜　取　引　状　況　報　告
令和６年４〜６月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和６年４〜６月 乳子牛市場成績 （県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和６年４〜６月 乳子牛市場成績 （県家畜市場） 
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先
最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

４

雌 341 843,700 195,800 487,587 301 1,620 293 166 171
雄

去勢 451 1,039,500 234,300 640,335 327 1,960 289 228 219
計 792 1,039,500 195,800 574,677 316 1,821 291 394 390

５

雌 359 805,200 52,800 447,047 296 1,509 293 203 151
雄 1 176,000 176,000 176,000 328 537 292 0 1

去勢 447 994,400 104,500 601,964 328 1,837 288 221 224
計 807 994,400 52,800 532,881 314 1,698 290 424 376

６

雌 339 739,200 182,600 473,455 298 1,587 292 149 182
雄

去勢 472 968,000 172,700 610,378 330 1,851 285 195 275
計 811 968,000 172,700 553,797 317 1,748 288 344 457

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

４

乳 登
妊 娠 牛 1 589,600 589,600 589,600
E T 和 雌 5 293,700 249,700 275,220 2,797 98
E T 和 雄 9 552,200 220,000 353,344 3,202 110
乳 雌 牛
乳 雄 牛 16 99,000 30,800 68,750 887 78
乳 去 勢 子
F1  雌（育成）
F1  去（育成）
F1 雌（スモール） 43 232,100 2,200 162,032 2,259 72
F1 雄（スモール） 32 300,300 5,500 178,578 2,144 83
計 ・ 平 均 106 589,600 2,200 178,563 2,234 80

５

乳 登
妊 娠 牛
E T 和 雌 5 347,600 218,900 280,280 3,054 92
E T 和 雄 6 482,900 244,200 341,366 3,267 105
乳 雌 牛
乳 雄 牛 11 113,300 38,500 80,801 1,064 76
乳 去 勢 子
F1 雌（育成）
F1 去（育成）
F1 雌（スモール） 32 256,300 159,500 213,641 2,694 79
F1 雄（スモール） 27 325,600 155,100 213,739 2,780 77
計 ・ 平 均 81 482,900 38,500 209,152 2,591 81

６

乳 登
妊 娠 牛
E T 和 雌 6 343,200 174,900 279,766 2,971 94
E T 和 雄 9 447,700 121,000 328,900 2,951 111
乳 雌 牛
乳 雄 牛 7 162,800 1,100 94,128 1,097 86
乳 去 勢 子
F1 雌（育成）
F1 去（育成）
F1 雌（スモール） 24 236,500 88,000 196,075 2,552 77
F1 雄（スモール） 26 271,700 44,000 204,336 2,499 82
計 ・ 平 均 72 447,700 1,100 212,842 2,495 85

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）
最　高 最　低 平　均

４月
第342回

ホ ル 雄 44 96,800 1,100 71,650
ホ ル フ リ ー 2 15,400 4,400 9,900
F 1 　 　 　 　 雌 57 225,500 53,900 178,740
F 1 　 　 　 　 雄 45 292,600 18,700 174,582
和 牛 雌 17 399,300 202,400 337,376
和 牛 雄 35 551,100 137,500 416,711
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 200 551,100 1,100 207,686

５月
第343回

ホ ル 雄 39 151,800 25,300 111,467
ホ ル フ リ ー 3 39,600 8,800 26,033
F 1 　 　 　 　 雌 53 255,200 55,000 195,779
F 1 　 　 　 　 雄 64 356,400 41,800 229,522
和 牛 雌 27 368,500 235,400 310,893
和 牛 雄 32 567,600 254,100 412,397
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 218 567,600 8,800 234,320

６月
第344回

ホ ル 雄 18 226,600 83,600 182,417
ホ ル フ リ ー 0
F 1 　 　 　 　 雌 36 240,900 55,000 205,700
F 1 　 　 　 　 雄 40 247,500 125,400 217,195
和 牛 雌 19 381,700 172,700 281,844
和 牛 雄 35 541,200 2,200 315,700
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 148 541,200 2,200 241,491


